
大山崎町上下水道審議会答申及び経営戦略について

～安心・安全な上下水道を維持するための「現在」と「将来」について～
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各委員の専門的・多角的な知見に基づき、
慎重に審議していただき、この度、答申を
受けました。
答申を受け、次の10年間の経営戦略を策
定し、公表をするものです。
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上水道の課題：見えない地下での「老朽化」と「地震への備え」
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国のルールにより、
「経営努力が足りな
い」とみなされて、一
部の補助金が受けられ
ない可能性があります。

現状の料金設定で赤字
経営を続けて、赤字を
放置してしまうと

２０２５年以降、作っ
てから５０年を超える
下水道管が急増します
が、自己負担では直せ
なくなります。

地震で管が壊れたり、
大雨で水が溢れて、ま
ちのライフラインが崩
壊してしまう可能性が
高まります。
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上下水道審議会からの答申内容（改定について）

喫緊の改定(50%) 早急な見直し(26%)

全８回にわたる大山崎町上下水道審議会では、上下水道料金にかかる答申として下記のような、内
容で提言いただきました。

汚水処理に係る費用を賄うための下水道使用料が京
都府下で最も安価であり、水道事業以上に自己財源
で汚水処理費用を賄えていない状況が明確である。
国庫補助金の獲得にあたっても、一定の料金回収率
が要件となる場合があることを考慮すると、下水道使
用料改定の必要性は明らかである。

老朽化対策等の財源を確保し、安定した事業を継続す
るためには、早急に実施すべき課題であると考える。
料金改定の際には、口径別料金体系の導入や基本水
量の見直し、資産維持費の導入といった、料金体系の
あるべき姿の実現を目指し、継続的に検討を進められ
ることを提言する。
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上下水道事業のコスト削減努力について
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上下水道の未来を考える「検討会」をスタートします
～10年後、20年後の子どもたちに負担を先送りしないために～

町では、策定済みの「上下水道経営戦略」に基づき、将来にわたって安心・安全な水をお届
けするための具体的な運営方法を話し合う検討会を、令和8年度に実施します。

■「今すぐの値上げ」ではありません
今回の検討会は、すぐに料金を上げるためのものではありません。まずは、「コスト削減」
を具体化に向け検討します。

運営の効率化 ：デジタル化や近隣自治体との広域連携の検討
費用の抑制 ：計画的な修繕による、将来の更新費用の削減
優先順位の整理：災害に強いインフラ整備の着実な推進

■プロセスはすべて公開します
上下水道は皆様の生活に直結する大切なインフラです。検討のプロセスはすべて公開し、住
民の皆様のご意見を伺いながら、令和8年度を通じて丁寧に議論を重ねてまいります。

□公開資料
上下水道事業審議会答申書：https://www.town.oyamazaki.kyoto.jp/material/files/group/60/jougesuidousingikaitousinsyo.pdf
水道事業経営戦略 ：https://drive.google.com/file/d/1FnZDEAZRpTxAIkN2qu_5l576FDxAi8jQ/view?usp=sharing
下水道事業経営戦略 ：https://drive.google.com/file/d/15y5x1VVM4zoJ8vdzi8yeMqJ83FJ0oolu/view?usp=sharing 9



上下水道事業審議会答申書 水道事業経営戦略 下水道事業経営戦略
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